
25 広報 あそ 2008.3

問い合わせ先 
　ASO田園空間博物館総合案内所（JR阿蘇駅前）Tel：35－5077/企画振興課　Tel：22－3169 
　ASO田園空間博物館ホームページアドレス　http://www.aso-denku.jp/　e-mail:aso-den@aso.ne.jp

通信 
№23

　
サ
テ
ラ
イ
ト
代
表
者
意
見
交
換
会
が
2
月
24
日
、
阿
蘇

駅
前
の
総
合
案
内
所
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
第
1
回

「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」
の
授
与
式
も
行
わ
れ
、
大
賞
に
輝
い

た
田
子
山
の
代
表
に
表
彰
状
と
記
念
品
と
し
て
案
内
板
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
今
年
度
最
も
地
域
発
展

の
た
め
尽
力
さ
れ
、
さ
る
く
会
な
ど
で
都
市
と
農
村
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
、
多
く
の
人
た
ち
に
地
域
の
良
さ
を
伝

え
た
地
区
や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

地
域
を
元
気
に
し
ま
し
た
！ 

第
1
回「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」に

田
子
山 

自
分
た
ち
が
楽
し
め
る
地
域
お
こ
し
を 

▲西岡理事長から表彰状を授与される 
　田子山の大倉勝弘事務局長 

▲意見交換会の様子 

　
今
回
の
サ
テ
ラ
イ
ト
代
表
者
意
見
交
換
会
で
は
、

今
後
、
本
事
業
に
お
い
て
さ
ら
に
地
域
性
を
高
め
る

た
め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
関
係
者
ほ
か
各
区
長
も
参
加
。

ま
ず
、
受
賞
し
た
田
子
山
へ
現
地
視
察
へ
行
き
、
そ

の
後
、「
田
子
山
絆
の
森
委
員
会
」
大
倉
勝
弘
事
務

局
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
意
見
交
換
会
が
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域

づ
く
り
を
行
う
中
で
の
工
夫
や
提
案
、
ま
た
課
題
な

ど
が
活
発
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
意
見
と
し

て
「
自
分
た
ち
が
住
ん
で
楽
し
い
町
づ
く
り
を
し
た

ら
自
然
に
観
光
面
も
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」

「
特
に
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
、
昔
な
が
ら

の
習
慣
や
行
事
に
都
会
の
人
は
と
て
も
喜
ん
で
い
る
」

「
元
黒
川
で
は
、
彼
岸
籠
り
（
お
こ
も
り
）
の
行
事

を
見
て
も
ら
い
好
評
だ
っ
た
」
な
ど
互
い
の
参
考
に

な
る
意
見
が
多
く
出
ま
し
た
。 

▲田子山での現地視察の様子（手前は男亀石） 

◇田子山の主な活動◇ 
旧阿蘇町の観光事業で田子山展望
所までの階段などを設置し、地元7
区の区長で組織する「田子山開発
委員会」で植栽などの公園整備を
実施。さらに平成17年から「田子
山絆の森委員会」と改名し、人と
森の共生を図った整備を開始。埋
もれていた宝物を掘り起こし、磨き、
地元住民の癒しの場とする。 
一昨年から、田子山散策の案内を
始めるため、波乗り観音や青面金剛、
男亀石などたくさんの宝のいわれ
を調べ案内を開始。多くの人たち
に田子山の魅力を伝えながら現在
も宝磨きに懸命。また、散策ツア
ーでは心のこもった郷土食などの
もてなしで都市の人たちに喜ばれ
ている。 

今後もサテライトの魅力アップ、再発見で、阿蘇市をさるこう！をより楽しくしていきます。お楽しみに！ 

5月 
6月 
6月 
7月 
7月 
8月 
8月 
9月 
10月 
11月 

11月 
 
12月 
1月 
2月 

波野スズラン祭りと神楽見学 
坊中地区で阿蘇市の歴史をさるこう 
七池伝説とアジサイ道路をさるこう 
荻岳探訪と神楽無料鑑賞 
参勤交代の宿場町坂梨で歴史をさるこう 
霜宮神社「火焚き神事乙女入り」見学 
十三神仏の田子山をさるこう 
歴史あふれる元黒川をさるこう 
五足の靴歌碑めぐりの旅 
阿蘇山上・烏帽子岳・杵島岳トレッキング 
最後の内戦、西南戦争130年記念激戦 
地　二重の峠散策 
千年の歴史を誇るなべづる線三社参り 
阿蘇神社と水基めぐり 
十八羅漢浄土寺と古閑の滝をさるこう 
 

平成19年度の散策ツアー「阿蘇市をさるこう！」 


